
世
界
文
学
と
「
地
方
」

―
野
口
米
次
郎
と
シ
カ
ゴ
の
詩
雑
誌
『
ポ
エ
ト
リ
』

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

堀

ま
ど
か
（1）

片
山
廣
子
の
新
体
詩
「
あ
か
き
貝
」
に
つ
い
て

―
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
『
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
童
謡
集
』
と
の
関
わ
り

―

･
･

永
井

泉
（18）

『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
典
拠
と
文
脈

―
英
訳
『
太
平
記
』
の
注
記
を
端
緒
と
し
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

大
坪

亮
介

（32）

和
歌
と
漢
詩―

平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

山
本

真
由
子

（44）

芥
川
龍
之
介
か
ら
堀
辰
雄
へ

―
『
玉
書
』
の
受
容
か
ら
見
る
東
西
意
識

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

劉

娟

左
(31)

芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど

―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

奥
野

久
美
子

左
(18)

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
類
話
に
お
け
る
英
雄
像
比
較

―
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
、
百
合
若
大
臣
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ぺ

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

高
島

葉
子

左
(1)

あ
と
が
き

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

（
ⅰ
）

二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

঩
ম
ધ
৾
॑
਼
ੀ
ધ
৾
ध
ख
थ
ഭ
ि
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和
歌
と
漢
詩

―
平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

山
本

真
由
子

（
要
約
）
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
の
前
半
に
か
け
て
、
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
は
大
き
く
変
遷
し
た
。
本
稿
で
は
、
和
歌
に
視

点
を
置
い
て
、
漢
詩
文
隆
盛
の
時
代
に
漢
詩
と
深
く
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
が
日
本
文
学
固
有
の
も
の
と
し
て
自

覚
さ
れ
、
よ
り
可
能
性
に
富
ん
だ
文
学
作
品
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
実
例
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

は
じ
め
に

日
本
文
学
に
お
け
る
和
歌
と
漢
詩
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今

日
、
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
「
和
歌
と
漢
詩
は
常

に
お
互
い
を
意
識
し
つ
つ
表
現
に
工
夫
を
重
ね
て
き
た
よ
き
ラ
イ

バ
ル
で
あ
っ
た
（
一
）

」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
を
は
じ
め
と

す
る
国
文
学
（
日
本
文
学
）
と
、
漢
詩
が
そ
の
一
部
で
あ
る
中
国

文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
か
つ
て
中
国
文
学
は
、
国
文
学
に

と
っ
て
常
に
憧
憬
崇
敬
の
対
象
で
あ
り
、
新
た
な
思
想
、
斬
新
な

発
想
と
表
現
の
源
で
あ
り
続
け
て
き
た
」
と
い
わ
れ
る
（
二
）

。

本
稿
で
は
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
の
前
半
、
九
・
十
世
紀
に
か

け
て
、
当
時
の
人
々
が
、
和
歌
と
漢
詩
・
漢
文
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
た
か
を
、
和
歌
に
視
点
を
置
い
て
考
え
た
い
。

こ
の
時
期
に
、
和
歌
と
漢
詩
の
関
係
は
大
き
く
変
遷
し
た
。『
萬

葉
集
』
の
終
焉
と
、
嵯
峨
朝
（
八
〇
九
年
―
八
二
三
年
）
の
漢
詩

文
隆
盛
を
経
た
の
ち
、
宇
多
朝
（
八
八
七
年
―
八
九
七
年
）
の
頃

に
和
歌
が
朝
廷
に
復
帰
し
、
遂
に
醍
醐
朝
の
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）

に
は
、
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
す
る
。

以
下
で
は
、
一
書
の
中
で
和
歌
と
漢
詩
が
並
記
さ
れ
る
文
学
作

品
や
、
一
つ
の
場
で
和
歌
と
漢
詩
と
が
同
時
に
作
ら
れ
る
宴
集
、

遊
覧
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
和
歌
に
冠
せ
ら
れ
る
「
和
歌
序
」

を
中
心
に
、
和
歌
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
当
時
の
文
章
に
も
目
を
配

り
た
い
。
「
序
」
と
は
、
中
国
文
学
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
序

文
や
前
書
き
に
相
当
し
、
序
が
冠
せ
ら
れ
る
作
品
の
概
要
や
制
作

状
況
な
ど
が
記
さ
れ
る
文
章
を
い
う
。
た
だ
し
、
「
序
」
は
、
一

般
に
い
う
序
文
と
は
異
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
し
得
る
作
品
で

あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
十
一
世
紀
半
ば
に
編
纂
さ
れ
た
漢
詩
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文
集
『
本
朝
文
粋
』
の
「
和
歌
序
」
に
は
、
歌
集
の
序
と
、
歌
会

で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
序
と
が
含
ま
れ
る
。
歌
会
の
和
歌
序
は
、
奈

良
朝
で
、
「
詩
序
」
に
倣
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。W

iebke
D

EN
ECK

E

氏

は
、
「
日
本
は
、
文
字
が
入
っ
て

き

た
古
代
か

ら
二
十
世

紀
半
ば
頃

ま
で
「
バ

イ
リ
テ
ラ

ー
ト

（biliterate

）
」
、
つ
ま
り
漢
文
と
和
文
、
二
種
類
の
書
記
言
語
を

併
用
し
た
文
化
を
持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
そ
の
二
つ
の
言
語
を

融
合
さ
せ
た
文
体
の
一
つ
が
和
歌
序
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
氏

は
、
和
歌
序
は
、
世
界
文
学
史
的
に
み
て
も
興
味
深
い
特
異
性
を

有
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
三
）

。
和
歌
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
章

に
は
、
作
者
が
、
和
歌
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
か
が
、
具
体
的
に
表
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

そ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
作
者
の
考
え
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
の
始
ま
り

一
―
（
１
）
『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
漢
詩
文

和
歌
と
漢
詩
の
関
わ
り
の
歴
史
は
、
日
本
語
は
固
有
の
文
字
を

持
た
な
か
っ
た
た
め
、
和
歌
を
表
記
す
る
た
め
に
漢
字
を
用
い
た

こ
と
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
最
古
の
和
歌
集
、
『
萬
葉

集
』
で
は
、
和
歌
は
、
漢
字
の
読
み
（
音
ま
た
は
訓
）
を
借
り
て

日
本
語
を
表
記
す
る
用
法
の
漢
字
、
所
謂
「
萬
葉
仮
名
」
で
表
記

さ
れ
る
。
た
だ
、
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
萬
葉
仮
名
」
で
表

記
さ
れ
る
の
は
和
歌
の
み
で
、
和
歌
の
詠
ま
れ
た
事
情
な
ど
を
記

す
詞
書
（
題
詞
）
な
ど
の
散
文
は
、
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
る
。

『
萬
葉
集
』
の
中
で
、
詠
作
年
が
明
ら
か
な
最
後
の
歌
は
、
天
平

宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
詠
ま
れ
た
巻
二
〇
巻
末
歌
で
あ
る
。
現

存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
の
序
は
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五

一
）
の
日
付
を
有
す
る
。
両
書
の
作
品
の
制
作
年
代
は
重
な
っ
て

お
り
、
両
方
に
作
品
を
残
す
作
者
も
い
る
。

『
萬
葉
集
』
に
は
、
僅
か
な
が
ら
漢
文
作
品
、
漢
詩
も
収
め
ら

れ
て
い
る
（
四
）

。
こ
れ
ら
の
漢
文
作
品
や
漢
詩
は
、
『
萬
葉
集
』
の

編
纂
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
大
伴
家
持
、
そ
の
父
旅
人
、
旅
人
と

親
交
の
あ
っ
た
山
上
憶
良
な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

『
萬
葉
集
』
の
漢
詩
は
全
て
、
漢
文
に
続
け
て
記
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
巻
五
の
大
伴
旅
人
「
凶
文
に
報
へ
し
歌
一
首
（
五
）

」
（

）
793

の
後
に
は
、
「
蓋
し
聞
く
」
で
始
ま
る
妻
の
死
を
嘆
く
漢
文
の
文

章
に
続
け
て
、
そ
の
文
章
に
関
連
す
る
内
容
を
詠
う
七
言
古
詩
一

首
が
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
文
の
詩
序
の
後
に
七
言
古
詩
一
首

を
配
す
る
作
品
が
二
例
（
巻
五

の
前
、
巻
十
七

3973

の
前
）

897

あ
る
。

『
萬
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
、
漢
文
の
和
歌
序
は
、
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
、
大
宰
帥
大
伴

旅
人
が
、
大
宰
府
で
梅
花
の
宴
を
催
し
、
漢
文
の
序
と
和
歌
三
十

二
首
（
巻
五

～

）
と
が
作
ら
れ
た
。
序
の
末
尾
に
は
、
「
詩

815

846

に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。
古
今
夫
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。
宜
し
く
園
梅

し
る

そ

こ
と

よ
ろ

ゑ
ん
ば
い

を
賦
し
て
、

聊

に
短
詠
を
成
す
べ
し
」
と
あ
る
。
詩
に
は
落
梅

ふ

い
さ
さ
か

た
ん
え
い

な
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の
篇
を
作
る
が
、
梅
を
愛
で
る
情
は
古
も
今
も
ど
ん
な
違
い
が
あ

ろ
う
か
、
さ
あ
園
梅
を
詠
ん
で
、
こ
こ
に
短
き
歌
を
作
ろ
う
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
落
梅
の
篇
」
と
は
、
六
朝
時
代

の
古
楽
府
「
梅
花
落
」
を
指
す
と
さ
れ
る
（
六
）

。
さ
ら
に
、
こ
の

宴
に
は
、
「
梅
花
落
」
が
愛
唱
さ
れ
た
唐
の
元
宵
節
の
影
響
が
見

ら
れ
、
当
時
の
唐
で
流
行
し
て
い
た
風
習
が
遣
唐
使
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
七
）

。
天
平
期
前
後
に
は
、

遣
唐
使
の
派
遣
が
相
次
い
で
い
た
（
八
）

。
唐
の
流
行
を
摂
取
し
な

が
ら
も
、
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
梅
を
愛
で
る
心
と
、
和
歌
を
詠
む
今

の
心
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

漢
文
に
続
け
て
漢
詩
と
和
歌
が
並
記
さ
れ
る
例
に
、
天
平
十
九

年
（
七
四
七
）
三
月
五
日
の
、
大
伴
家
持
か
ら
大
伴
池
主
に
宛
て

た
返
書
（
巻
十
七
）
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
は
、
漢
文
に
続
け
て

漢
詩
と
和
歌
が
記
さ
れ
る
。
書
簡
の
末
尾
に
「

敬

み
て
葉
端
に

つ
つ
し

え
ふ

た
ん

写
し
、
式
て
乱
に
擬
へ
て
曰
く
」
と
あ
る
。
「
乱
」
は
、
賦
の
末

も
ち

な
そ

尾
に
置
か
れ
る
大
意
を
ま
と
め
る
章
を
い
う
。
こ
こ
で
は
漢
詩
と

和
歌
を
指
し
て
「
乱
に
擬
へ
て
」
と
い
う
。
次
に
、
漢
文
を
省
略

し
漢
詩
と
和
歌
と
を
示
す
。
本
文
は
、
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
（
九
）

に
よ
る
。
片
仮
名
の
訓
は
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
に
仙
覚
が

付
し
た
訓
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
。

七
言
一
首

杪
春
余
日
媚
景

麗

初
巳
和
風
払
自
軽

ノ

ハ
シ

ノ

ハ

テ

オ

シ

来
燕
銜

泥

賀

宇
入

帰
鴻
引

蘆

迥
赴

瀛

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

ル

テ

ア
シ
ヲ

ニ

ク

エ
イ
ニ

レ

レ

レ

聞

君
粛
侶

新
流
曲

禊
飲

催

爵
泛

河
清

ケ
ハ

カ

ヲ

ニ

ヲ

ケ
イ

シ
テ

ヲ

テ

ニ

シ

一

レ

レ

雖

欲

追

尋

良

此
宴

還
知
染

懊

脚

ト
モ

ト

テ

ネ
ン
ト

ト
ニ

ノ

ヲ

テ

ヌ

シ
テ
ア
シ
ノ
レ
イ
テ
イ
ス
ル
コ
ト
ヲ

レ

三

二

一

短
歌
二
首

3976

佐
家
理
等
母

之
良
受
之
安
良
婆

母
太
毛
安
良
牟

己

サ

ケ

リ

ト

モ

シ

ラ

ス

シ

ア

ラ

ハ

モ

タ

モ

ア

ラ

ム

コ

能
夜
万
夫
吉
乎

美
勢
追
都
母
等
奈

ノ

ヤ

マ

フ

キ

ヲ

ミ

セ

ツ

ツ

モ

ト

ナ

3977

安
之
可
伎
能

保
加
尓
母
伎
美
我

余
里
多
々
志

孤
悲

ア

シ

カ

キ

ノ

ホ

カ

ニ

モ

キ

ミ

カ

ヨ

リ

タ

ヽ

シ

コ

ヒ

家
礼
許
曽
婆

伊
米
尓
見
要
家
礼

ケ

レ

コ

ソ

ハ

イ

メ

ニ

ミ

エ

ケ

レ

右
の
漢
詩
と
和
歌
と
は
、
異
な
る
景
物
を
詠
っ
て
い
る
。3976

番
歌
の
「
夜
万
夫
吉
（
山
吹
）
」
は
、
池
主
か
ら
贈
ら
れ
た

3974

ヤ

マ

フ

キ

番
歌
に
見
え
、3977

番
歌
の
「
安
之
可
伎
」
も
、
池
主
の

3975

ア

シ

カ

キ

番
歌
の
枕
詞
「
葦
垣
の
」
を
、
現
実
に
あ
る
葦
の
垣
根
と
し
て
詠

う
。
一
方
で
、
漢
詩
は
、
池
主
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
序
と
漢
詩
と
が
、

三
月
三
日
の
遊
覧
を
描
い
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
て
い

る
。
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
右
の
家
持
の
漢
詩
と
和
歌
と
で
は
、

相
互
に
関
わ
り
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
梅
花
の
宴
の
例
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
『
萬
葉
集
』
の
時
代

に
、
漢
詩
と
同
じ
景
物
や
趣
向
を
、
和
歌
に
詠
ず
る
こ
と
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
正
月
に
は
、

漢
詩
と
和
歌
（4493

）
と
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
題
詞
の
訓

み
下
し
文
の
み
掲
げ
る
。

二
年
の
春
正
月
三
日
、
侍

従

、
竪
子
、
王
臣
等
を
召
し
て
内
裏

じ

じ
ゆ
う

じ
ゆ

し

わ
う

し
ん

ら

だ
い

り

の
東
屋
の
垣
の
下
に
侍
せ
し
め
、

即

ち
玉

箒

を
賜
ひ
て
肆

と
う

を
く

か
き

も
と

じ

す
な
は

た
ま

は
ば
き

た
ま

し

宴
し
た
ま
ひ
き
。
時
に
内

相

藤

原

朝
臣
の
、

勅

を

奉

え
ん

な
い

し
や
う

ふ
ぢ

は
ら
の

あ
そ

み

み
こ
と
の
り

た
て
ま
つ
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り
て

宣

く
、
「
諸
王

卿

等
、
堪
ふ
る
に

随

ひ

意

に
任
せ
、

の
り
た
ま
は

し
よ

わ
う

き
や
う

ら

た

し
た
が

こ
こ
ろ

ま
か

歌
を
作
り
、
幷
せ
て
詩
を
賦
せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

仍

あ
は

ふ

す
な
は

ち

詔

の
旨
に
応
へ
て

各

心
緒
を
陳
べ
て
歌
を
作
り
、
詩

み
こ
と
の
り

む
ね

こ
た

お
の
お
の

し
ん

し
よ

の

を
賦
し
き
。〔
未
だ
諸
人
の
賦
詩
と
作
歌
と
を
得
ざ
る
な
り
〕

ふ

い
ま

し
よ

じ
ん

ふ

し

さ
く

か

え

題
詞
で
は
、
他
の
人
々
が
作
っ
た
漢
詩
や
和
歌
は
ま
だ
手
に
入
れ

て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
省
略
し
た
左
注
に
、
作
者
家
持
は
、

大
蔵
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
歌
は
天
皇
に
奏
上
で
き
な
か
っ
た

と
あ
る
。
家
持
は
、
こ
の
宴
を
知
っ
て
和
歌
を
準
備
し
た
が
、
参

加
は
し
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
十
）

。
偶
然
の
所
産
と
も

思
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
『
萬
葉
集
』
で
は
、
同
じ
景
物
や

趣
向
を
詠
ん
だ
漢
詩
と
和
歌
を
並
べ
て
収
め
た
例
は
な
い
。

一
―
（
２
）
九
世
紀
の
文
学
に
お
け
る
変
化

前
節
で
見
た
、
奈
良
朝
の
天
平
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
中
国
文
学

の
受
容
は
、
遣
唐
使
の
派
遣
と
相
俟
っ
て
、
延
暦
十
三
年
（
七
九

四
）
の
平
安
京
へ
の
遷
都
後
も
一
貫
し
て
続
い
た
。
こ
の
時
期
、

和
歌
は
、
公
の
場
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
平
安
朝
初
期
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
確
か
な
和
歌
と
し
て
、

『
日
本
後
紀
』
（
逸
文
）
に
は
、
萬
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
桓
武
朝

八
首
、
続
く
平
城
朝
三
首
、
嵯
峨
朝
二
首
の
和
歌
が
見
え
る
。
そ

れ
に
比
し
て
、
漢
詩
文
の
隆
盛
は
め
ざ
ま
し
く
、
と
り
わ
け
、
大

同
四
年
（
八
〇
九
）
に
即
位
し
た
嵯
峨
天
皇
は
、
漢
詩
文
を
好
み
、

多
く
の
漢
詩
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
嵯
峨
天
皇
と
淳
和
天

皇
の
命
に
よ
っ
て
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
の
『
凌
雲
集
』
を
皮

切
り
に
、
『
文
華
秀
麗
集
』
（
弘
仁
九
年
）
、
『
経
国
集
』
（
天
長
四

年
（
八
二
七
）
）
と
い
う
三
つ
の
勅
撰
漢
詩
文
集
が
撰
進
さ
れ
る

に
至
る
。
『
凌
雲
集
』
は
、
日
本
で
最
初
の
、
勅
撰
す
な
わ
ち
天

皇
の
命
令
で
編
纂
さ
れ
た
、
文
学
作
品
の
集
で
あ
る
。
そ
の
公
的

な
編
纂
の
正
当
性
を
示
す
理
念
が
、
小
野
岑
守
の
『
凌
雲
集
』
序

の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
（
十
一
）

。
魏
の
文
帝
の
「
『
典
論
』
論

文
」

レ

（
『
文
選
』
巻
五
十
二
）
に
あ
る
「
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽

の
盛
事
な
り
」
で
あ
る
。
文
帝
は
、
文
学
は
国
を
治
め
る
上
に
重

大
な
仕
事
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
朽
ち
果
て
る
こ
と
の
な
い
偉
大

な
事
業
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
『
凌
雲
集
』
に
よ
っ
て
、
正
史

や
格
式
に
加
え
て
、
文
学
作
品
の
集
が
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
る
と
い
う
、
勅
撰
集
の
歴
史
が
始
ま
る
。

淳
和
天
皇
の
あ
と
を
承
け
て
即
位
し
た
仁
明
天
皇
の
治
世
、
承

和
五
年
（
八
三
八
）
に
は
、
以
後
の
平
安
朝
の
文
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
、
中
唐
の
詩
人
、
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
の

詩
文
集
『
白
氏
文
集
』
が
伝
来
し
た
と
い
う
記
録
が
残
る
（
『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
九
月
二
十
六
日
藤
原

岳
盛
卒
伝
）
。
白
居
易
の
詩
文
は
、
平
易
で
分
か
り
や
す
い
言
葉

を
用
い
て
、
時
節
の
推
移
や
個
人
的
な
心
情
を
敏
感
に
と
ら
え
て

表
現
す
る
こ
と
を
一
つ
の
特
色
と
す
る
。
白
居
易
を
中
心
と
し
た

中
唐
文
学
の
受
容
は
、
平
安
朝
和
歌
の
表
現
が
成
立
す
る
前
提
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



- 48 -

ま
た
、
九
世
紀
に
は
、
萬
葉
仮
名
を
草
体
化
し
た
も
の
に
発
す

る
平
仮
名
が
、
日
本
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
極

初
期
の
平
仮
名
資
料
と
し
て
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
頃
の
「
有

年
申
文
（
讃
岐
国
戸
籍
帳
端
書
）
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
完

成
さ
れ
た
平
仮
名
の
姿
は
、
延
喜
頃
（
九
〇
一
―
九
二
三
）
の
東

大
寺
東
南
院
文
書
「
因
幡
国
司
解
案
紙
背
消
息
」
に
見
ら
れ
る
と

い
う
（
十
二
）

。
『
萬
葉
集
』
の
漢
字
を
用
い
た
表
記
で
は
、
漢
字
が

表
語
文
字
で
あ
る
以
上
、
文
字
の
表
示
す
る
意
味
が
意
識
さ
れ
る

こ

と

も

あ

っ

た

。

そ

の

こ

と

は

、
『

萬

葉

集

』

の

「

色

二

い
ろ

に

山
上
復
有
山
者
」
（
巻
九

1787
）
と
い
っ
た
、
「
戯
書
」
と
い
わ

い

で

ば

れ
る
用
字
法
が
示
す
。
し
か
し
、
平
仮
名
は
、
漢
字
か
ら
変
化
し

た
文
字
で
あ
り
、
字
母
の
語
義
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
日

本
語
の
音
節
を
、
特
定
の
意
味
を
表
さ
な
い
文
字
で
表
記
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
平
安
朝
の
文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二
、
宇
多
朝
―
和
歌
の
朝
廷
へ
の
復
帰
と
漢
詩

和
歌
が
漢
詩
に
比
べ
て
盛
ん
で
は
な
い
状
況
は
、
九
世
紀
末
の

宇
多
朝
に
大
き
く
変
化
す
る
。
和
歌
の
公
の
場
へ
の
復
帰
に
は
、

漢
詩
文
と
の
交
渉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
期
に
は
、

漢
詩
文
と
和
歌
と
を
並
記
す
る
『
新
撰
萬
葉
集
』
や
私
家
集
『
千

里
集
』
な
ど
が
編
纂
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
作
品
集
ご
と
に
、

詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
―
（
１
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
成
立
の
事
情

『
新
撰
萬
葉
集
』
は
、
和
歌
を
萬
葉
仮
名
で
記
し
、
各
歌
の
左

に
は
、
和
歌
の
内
容
を
翻
案
し
た
七
言
絶
句
の
漢
詩
が
付
さ
れ
て

い
る
。
詞
書
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
の
構
成
は
、

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
版
本
で
は
、
上
巻
が
春
歌
二
一
首
・

夏
歌
二
一
首
・
秋
歌
三
六
首
・
冬
歌
二
一
首
・
恋
歌
二
〇
首
、
下

巻
が
春
歌
二
一
首
・
夏
歌
二
二
首
・
秋
歌
三
八
首
・
冬
歌
二
二
首

・
恋
歌
三
一
首
・
女
郎
花
歌
二
五
首
よ
り
な
る
。
全
体
で
は
二
七

八
首
と
な
る
。

『
新
撰
万
葉
集
』
の
撰
者
は
、
菅
原
道
真
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
日
本
紀
略
』
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
九
月
二
十
五
日
の
条
に
は
、

「
菅
原
朝
臣
撰

進
新
撰
萬
葉
集
二
巻

」
と
あ
る
。

二

一

道
真
を
重
用
し
た
宇
多
天
皇
は
、
文
治
を
重
ん
じ
た
。
宇
多
天

皇
は
、
父
光
孝
天
皇
の
予
想
外
の
即
位
と
、
自
身
の
臣
籍
降
下
を

経
た
の
ち
、
親
王
に
復
位
し
、
立
太
子
つ
い
で
践
祚
し
た
。
宇
多

天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
の
た
め
、
も
と
も
と
近
臣
が
お
ら
ず
、

蔵
人
所
別
当
の
新
設
な
ど
の
近
臣
登
用
制
度
を
整
備
し
た
と
さ
れ

る
（
十
三
）

。
近
臣
の
登
用
に
は
、
才
学
が
重
視
さ
れ
、
道
真
が
抜
擢

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
道
真
の
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』
に
は
、

宇
多
天
皇
の
主
宰
す
る
宴
で
作
ら
れ
た
漢
詩
、
詩
序
が
多
く
収
め

ら
れ
て
い
る
。
宇
多
天
皇
の
関
心
は
、
漢
詩
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和

歌
に
も
及
ん
だ
。
『
新
撰
万
葉
集
』
も
、
そ
の
現
れ
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
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現
在
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
諸
本
の
多
く
に
、
上
巻
に
「
寛
平

五
載
秋
九
月
廿
五
日
」
の
日
付
の
入
っ
た
序
が
付
さ
れ
る
。
こ
の

序
は
、
歌
集
に
付
さ
れ
た
和
歌
序
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の
で

あ
る
。
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
成
立
の
事
情
は
、
上
巻
の
序
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
漢
文
で
書
か
れ
た
序
は
、
作
者
不
明
で
、
読
み
解

き
が
た
い
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
宇
多
朝
に
お
け
る
和
歌
の
状
況

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
（
十
四
）

に
基
づ

い
て
、
序
の
大
意
を
①
か
ら
⑥
に
分
け
て
示
す
。

①
『
萬
葉
集
』
の
歌
は
、
「
古
歌
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
常
に
、
優
れ
た
歌
で
あ
る
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
。
ま
し

て
、
鄭
衛
の
音
楽
の
よ
う
な
新
し
い
流
行
の
歌
な
ど
物
の
数
で
は

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
②
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昔

は
優
れ
た
詩
歌
を
作
る
人
士
は
、
時
節
の
情
趣
に
触
れ
て
感
興
が

生
じ
て
、
彼
ら
の
詠
ん
だ
歌
の
下
書
は
お
び
た
だ
し
い
数
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
書
き
記
さ
れ
た
も
の
を
少
し
ず
つ
尋
ね
出

し
て
読
も
う
と
試
み
た
が
、
入
り
乱
れ
た
有
様
で
、
読
み
解
く
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
な
か
な
か
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
。
追
求
し

よ
う
と
す
る
者
、
智
の
あ
る
者
だ
け
が
、
古
歌
の
世
界
に
進
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
③
こ
こ
に
、
天
皇
の
命
令
を
承
け
て
、

集
め
て
ま
と
め
て
い
た
歌
以
外
に
、
さ
ら
に
口
承
さ
れ
て
い
た
歌

を
集
め
尽
く
し
て
、
数
十
巻
の
歌
集
を
編
集
し
、
そ
れ
ら
の
歌
を

精
選
し
装
幀
し
て
、
箱
に
収
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
を
待
っ
た
。

た
だ
、
低
い
見
識
の
者
で
は
、
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
羞

ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。

④
当
代
寛
平
の
す
ぐ
れ
た
君
主
（
宇
多
天
皇
）
は
、
政
事
の
余
暇

に
、
宮
中
を
挙
げ
て
、
歌
合
を
催
さ
れ
た
。
若
い
詩
人
、
側
近
の

才
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
季
の
歌
を
献
上
し
て
、
初
め
て
宮
中
で
宴

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
余
興
が
あ
っ
て
、
「
恋
歌
」
と
「
思
歌
」
を

左
右
に
番
え
た
。
⑤
歌
風
を
よ
く
見
る
と
、
確
か
に
「
古
」
の
歌

を
見
て
「
今
」
の
歌
の
こ
と
を
知
る
と
い
う
が
、
「
今
」
の
歌
に

よ
っ
て
「
古
」
の
歌
に
比
べ
る
と
、
新
し
い
作
品
は
「
花
」
で
あ

り
、
古
い
作
品
は
「
実
」
で
あ
る
。
「
花
」
に
よ
っ
て
「
実
」
に

比
べ
る
と
、
現
代
の
人
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
心
の
あ
や
は
、
錦

を
切
っ
た
よ
う
に
多
く
美
し
い
句
を
書
き
記
し
、
昔
の
人
の
心
は
、

質
素
な
白
絹
を
織
っ
た
よ
う
に
少
し
筋
目
の
整
わ
な
い
言
葉
を
つ

づ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
歌
合
の
左
の
歌
を
上
巻
に
、
右
の
歌
を

下
巻
に
配
し
て
、
す
べ
て
二
百
首
余
と
し
て
、
新
撰
萬
葉
集
と
名

付
け
た
。
⑥
「
先
生
」
は
た
だ
倭
歌
の
う
る
わ
し
さ
を
愛
で
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
絶
句
も
作
っ
て
、
数
首
の
左
に
挿
し

挟
ん
だ
。
願
わ
く
は
、
家
々
の
歌
を
愛
好
す
る
者
に
梁
の
塵
を
動

か
す
ば
か
り
に
、
あ
ち
こ
ち
の
遊
興
す
る
人
に
空
ゆ
く
雲
が
と
ど

ま
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
集
の
歌
を
歌
わ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
時

に
寛
平
五
年
九
月
二
十
五
日
、
ひ
そ
か
に
現
在
の
和
歌
の
美
を
尽

く
し
た
も
の
の
、
後
世
の
人
に
は
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
次
第

で
あ
る
。
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『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
は
、
大
き
く
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ

る
。
吉
川
栄
治
氏
（
一
九
八
三
年
）
の
説
に
よ
る
と
、
③
段
ま
で

が
「
古
」
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
④
段
か
ら
以
下

は
、
「
今
」
の
歌
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
。
首
肯
す
べ

き
説
と
思
わ
れ
る
。
②
段
で
は
、
古
歌
の
状
況
を
記
す
が
、
「
草

稿
（
十
五
）

」
す
な
わ
ち
下
書
と
は
、
①
で
い
う
『
萬
葉
集
』
に
入
ら

な
い
歌
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
③
段
で
は
、
古
歌
を
集
め
た
歌

集
を
編
纂
し
た
こ
と
を
記
す
。
吉
川
氏
（
一
九
八
三
年
）
お
よ
び

新
撰
万
葉
集
注
釈
で
は
、
こ
の
序
の
作
者
が
、
天
皇
の
命
令
に
よ

っ
て
、
現
在
散
逸
し
た
数
十
巻
の
無
名
の
歌
集
を
編
集
し
た
あ
と
、

そ
の
歌
集
を
精
選
し
た
歌
集
を
も
編
纂
し
た
と
す
る
。

④
の
宇
多
朝
の
「
歌
合
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
「
寛
平
御
時

后
宮
歌
合
」
を
指
す
。
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
は
、
続
く
⑤
段
で
述

べ
る
よ
う
に
、
同
歌
合
の
左
の
歌
を
上
巻
に
、
右
の
歌
を
下
巻
に

収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
初
成

九
重
之
宴

」
と
い
う
記
述
に

二

一

よ
っ
て
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
最
初
の
歌

合
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
十
六
）

。
⑤
段
は
、
古
今
の
歌
を

対
比
し
て
、
六
朝
の
詩
論
に
拠
る
、
所
謂
、
花
実
論
が
展
開
さ
れ

る
。
の
ち
に
『
古
今
集
』
「
真
名
序
」
に
は
「
浮
詞
雲
興
、
艶
流

泉
涌
、
其
実
皆
落
、
其
花
孤
栄
（
十
七
）

」
と
言
い
、
「
仮
名
序
」
に

は
「
人
の
心
、
花
に
成
り
け
る
よ
り
、
不
実
な
る
歌
、
は
か
な
き
言

あ

だ

こ
と

の
み
出
来
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
で
は
、
花
実
兼

い
で

く

備
を
理
想
と
し
、
現
代
の
世
の
中
は
、
表
現
技
巧
は
巧
み
だ
が
実

意
の
な
い
空
虚
な
和
歌
ば
か
り
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論

じ
る
。
吉
川
氏
（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
⑤
で
は
、
花
実
論
を
軸
と

し
た
古
今
の
歌
の
比
較
に
よ
っ
て
、
今
の
歌
の
価
値
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
今
の
歌
の
撰
集
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
「
歌
集
形
成

の
理
論
化
」
が
試
み
ら
れ
る
と
す
る
。
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
わ
り

が
、
理
論
の
面
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
注
意
さ
れ
る
。

⑥
の
み
、
改
め
て
、
訓
み
下
し
文
と
原
文
と
を
引
用
す
る
。

先
生
啻
に
倭
歌
の
佳
麗
を
賞
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
兼
ね
て

た
だ

わ

か

亦
一
絶
の
詩
を
綴
り
て
、
数
首
の
左
に

挿

さ
む
。
庶

幾

く

ま
た

さ
し
は

こ
ひ

ね
が
は

は
家
家
の
好
事
を
し
て
常
に

梁

塵
の
動
く
有
り
、

処

処

の

い

へ

い

へ

り
や
う

ぢ
ん

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

遊
客
を
し
て
鎮
に
行
雲
の
遏
む
る
を
作
さ
し
め
よ
。
時
に
寛

つ
ね

と
ど

な

平
五
載
秋
九
月
廿
五
日
、
偸
か
に
前
世
の
美
を
尽
し
て
、
後

ひ
そ

世
の

頤

を
解
か
し
む
と
云
ふ
こ
と
爾
り
。

お
と
が
ひ

し
か

先
生
非
啻
賞
倭
歌
之
佳
麗
、
兼
亦
綴
一
絶
之
詩
、
挿
数
首

之
左
。
庶
幾
使
家
家
好
事
常
有
梁
塵
之
動
処
処
遊
客
鎮
作

行
雲
之
遏
。
于
時
寛
平
五
載
秋
九
月
廿
五
日
、
偸
尽
前
世

之
美
而
解
後
世
之
頤
云
爾
。

「
先
生
」
は
、
新
撰
万
葉
集
注
釈
の
言
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は

学
芸
に
長
じ
た
人
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
「
先
生
」
が
誰
を
指
す

か
は
、
序
の
作
者
と
の
関
わ
り
か
ら
、
様
々
な
説
が
示
さ
れ
て
い

る
。
川
口
久
雄
氏
（
一
九
五
九
年
）
は
、
「
先
生
」
は
道
真
を
指

し
、
序
は
道
真
の
門
弟
の
作
と
し
て
い
る
（
十
八
）

。
吉
川
氏
（
二
〇

〇
四
年
）
は
、
「
先
生
」
は
道
真
で
、
「
賞
倭
歌
之
佳
麗
」
は
、
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歌
合
へ
の
列
席
、
花
実
論
的
批
評
、
撰
集
へ
の
参
与
と
い
っ
た
一

連
の
行
為
を
指
し
、
序
文
の
筆
者
は
そ
こ
に
つ
ら
な
っ
た
「
後
進

の
詞
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
新
撰
万
葉
集
注
釈
は
、

序
の
作
者
が
撰
者
で
あ
る
と
考
え
、
作
者
を
道
真
と
し
、「
先
生
」

の
一
案
と
し
て
大
江
千
里
を
比
定
す
る
。
た
だ
し
、
『
古
今
集
』

真
名
序
は
、
撰
者
で
は
な
い
紀
淑
望
が
書
い
て
お
り
、
序
の
作
者

と
撰
者
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
「
先
生
」
は
道
真
で
、
序
の

作
者
は
道
真
と
親
し
い
年
下
の
人
物
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
「
数
首
の
左
に
挿
さ
む
」
に
よ
っ
て
当
初
の
『
新
撰
萬

葉
集
』
で
は
、
漢
詩
が
付
さ
れ
た
和
歌
は
数
首
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
下
巻
の
漢
詩
を
欠
く
所
謂
、
原
撰
本
系
統
を
除
き
、
現
存

の
諸
本
は
、
上
下
巻
と
も
殆
ど
の
歌
に
漢
詩
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
多
く
の
詩
が
寛
平
五
年
以
降
の
増
補
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
に
よ
っ
て
詳
ら
か
に
さ
れ
た
、

宇
多
朝
の
和
歌
を
め
ぐ
る
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

（
イ
）
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
、
萬
葉
集
に
入
ら
な
い
、
書
き
記

さ
れ
た
歌
、
口
承
さ
れ
て
い
た
歌
が
集
め
ら
れ
数
十
巻
の
歌
集
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
歌
集
の
中
か
ら
秀
歌
を
抄
出
し
た
歌
集
が

作
ら
れ
た
。

（
ロ
）
天
皇
は
、
宮
中
で
最
初
の
歌
合
を
催
し
た
。

（
ハ
）
歌
合
で
詠
ま
れ
た
新
し
い
歌
は
、
価
値
が
あ
っ
た
の
で
、

『
新
撰
萬
葉
集
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。

（
ニ
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
は
、
学
芸
に
長
じ
た
人
が
、
数
首
の

和
歌
の
左
に
絶
句
を
挿
し
挟
ん
だ
。

二
―
（
２
）
『
新
撰
万
葉
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係

『
新
撰
萬
葉
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
を
、
上
巻
春
歌
廿

一
首
よ
り
一
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。

散
砥
見
手

可
有
物
緒

梅
之
花

別
様
匂
之

袖
丹
駐
礼
留

3
（
散
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
の
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖

ち

み

む
め

は
な

そ
で

に
と
ま
れ
る
）

春
風
触
処
物
皆
楽

春
風
触
る
る
処

物
皆
楽
し
む

ふ

4
上
苑
梅
花
開
也
落

上

苑
の
梅
花

開
き
ま
た
落
つ

じ
や
う
え
ん

ひ
ら

淑
女
偸
攀
堪
作
簪

淑

女
偸
か
に
攀
ぢ
て

簪

と
作
す
に

し
ゆ
く
じ
よ

ひ
そ

よ

か
ん
ざ
し

な

堪
へ
た
り

た

残
香
匂
袖
払
難
却

残
香
袖
に
匂
ひ
て

払
へ
ど
も
却
き
難

ざ
ん

か
う

に
ほ

の
ぞ

が
た

し

和
歌
は
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
（
三
番
左
）
に
素
性
作
と
し
て
あ

る
。
十
巻
本
歌
合
で
は
、
「
袖
」
を
「
そ
ら
」
と
す
る
、
ま
た
『
古

今
集
』
（
巻
一
春
歌
上

・
素
性
法
師
）
に
も
、
詞
書
「
寛
平
御

47

時
后
宮
歌
合
の
歌
」
と
し
て
見
え
る
。
歌
意
は
、
散
っ
て
い
る
と
、

た
だ
見
て
い
て
い
れ
ば
よ
い
の
に
（
折
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り

に
）
、
梅
の
花
は
、
困
っ
た
こ
と
に
匂
い
が
袖
に
残
っ
て
消
え
な

い
こ
と
だ
、
と
い
う
。
漢
詩
は
、
梅
の
咲
く
場
所
が
「
上
苑
」
と
、
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天
子
の
庭
園
と
さ
れ
、
女
性
が
梅
の
枝
を
簪
に
し
よ
う
と
こ
っ
そ

り
と
折
り
取
っ
た
と
こ
ろ
、
梅
の
余
香
が
袖
に
残
っ
て
ぬ
ぐ
っ
て

も
除
く
の
は
難
し
い
、
と
詠
う
。
詩
の
第
三
句
に
「
偸
か
に
攀
ぢ

て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
は
「
上
句
に
「
折
っ
て
み
た
り
し

な
い
で
」
の
気
持
も
含
ま
れ
よ
う
」
と
あ
る
解
釈
（
十
九
）

に
従
う
。

な
ぜ
「
う
た
て
」
と
詠
わ
れ
る
の
か
。
新
撰
万
葉
集
注
釈
で
は
、

漢
詩
と
整
合
す
る
形
で
理
解
し
得
る
解
釈
が
試
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
梅
の
香
り
が
男
性
の
薫
香
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
あ

ら
ぬ
疑
い
を
女
性
に
も
た
ら
す
が
た
め
に
、
困
っ
た
と
詠
う
と
し

て
い
る
。
宇
多
天
皇
の
周
辺
で
は
女
性
の
艶
冶
な
姿
を
描
く
文
学

が
好
ま
れ
た
。
寛
平
五
年
正
月
に
は
、
天
皇
の
密
宴
で
「
早
春
、

観

賜

宴
宮
人

、
同
賦

催

粧
、
応

製
」
（
『
菅
家
文
草
』
巻

レ

二

一

二

一
レ

レ

五
）
が
作
ら
れ
、
妓
女
の
姿
が
描
か
れ
る
。
和
歌
で
詠
ま
れ
た
、

女
性
の
袖
に
残
る
梅
の
香
り
を
、
男
性
の
薫
香
に
な
ぞ
ら
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
同
時
期
の
好
尚
に
も
合
っ
て
い
る
。

右
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
は
、
漢
詩
は
和
歌
の
詠
ま
れ
た
状

況
を
具
体
的
に
描
写
し
、
和
歌
は
漢
詩
の
描
く
状
況
に
お
け
る
人

物
の
心
情
を
表
現
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和

歌
に
、
同
じ
景
物
や
趣
向
を
詠
ん
だ
漢
詩
を
添
え
、
意
味
内
容
を

よ
り
詳
し
く
詠
い
、
和
歌
と
豊
か
な
漢
文
学
の
世
界
と
を
組
み
合

わ
せ
て
示
す
と
い
う
こ
と
が
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
新
た
に
試
み

ら
れ
た
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
わ
り
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
―
（
３
）
『
千
里
集
』
成
立
の
事
情

続
い
て
、
大
江
千
里
の
家
集
『
千
里
集
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
千
里
集
』
は
『
新
撰
萬
葉
集
』
が
撰
進
さ
れ
た
七
ヶ
月
の
ち
、

寛
平
六
年
（
八
九
四
）
四
月
二
十
五
日
に
、
宇
多
天
皇
に
献
じ
ら

れ
た
。
家
集
の
冒
頭
に
は
、
序
文
と
呼
ば
れ
る
文
章
が
あ
り
、
金

子
彦
二
郎
氏
は
、「
序
記
奏
状
」
ま
た
「
巻
頭
の
奏
状
」
と
呼
ぶ
（
二
十
）

。

文
章
の
形
式
は
「
表
」
や
「
奏
状
」
と
い
っ
た
天
皇
に
上
申
す
る

文
書
に
近
い
。
献
上
さ
れ
た
際
は
、
書
物
と
は
別
に
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
文
章
は
和
歌
序
で
は
な
い
。

右
に
よ
る
と
、
千
里
は
、
二
月
に
「
古
今
和
謌
多
少
献
上
（
二
十
一
）

」

＊

と
、
古
今
の
和
歌
を
多
少
な
り
と
も
献
上
せ
よ
、
と
い
う
命
令
を

受
け
た
。
し
か
し
、
「
臣
儒
門
余
孼
、
側
聴

言
詩

、
未

習

艶

二

一

レ

二

辞

、
不

知

所

為
」
と
、
自
分
が
儒
家
の
家
に
生
ま
れ
た
た
め
、

一

レ

レ

レ

作
詩
に
つ
い
て
は
聞
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
未
だ
麗
し
い
和
歌
の

言
葉
に
は
習
熟
し
て
お
ら
ず
、
何
を
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
「
今
臣
僅
捜

古
句

、
構
成

新
謌

。

＊

＊

二

一

二

一

別
亦
加

自
詠
十
首

、
惣
百
廿
首
」
と
、
私
は
わ
ず
か
に
古
い
詩

＊

＊

＊

＊

二

一

句
を
捜
し
て
、
組
み
合
わ
せ
て
「
新
謌
」
を
詠
ん
だ
、
別
に
自
詠

の
歌
十
首
を
加
え
て
全
部
で
百
二
十
首
に
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

『
千
里
集
』
の
現
存
諸
本
で
は
、
百
二
十
五
首
の
和
歌
が
収
め

ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
百
十
五
首
が
詩
句
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
『
千
里
集
』
は
、
近
世
の
『
群
書
類
従
』
へ
の

所
収
時
に
付
さ
れ
た
『
句
題
和
歌
』
の
別
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
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多
い
。
『
千
里
集
』
末
尾
の
「
詠
懐
」
以
下
の
十
首
に
は
詩
句
は

付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
が
、
「
自
詠
十
首
」
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
る
。
詩
句
の
出
典
は
、
白
居
易
が
七
十
五
句
、
元
稹
が

十
句
、
上
官
儀
と
章
孝
標
が
そ
れ
ぞ
れ
二
句
、
『
初
学
記
』
か
ら

二
句
、
朱
慶
余
が
一
句
、
未
だ
不
明
な
も
の
十
八
句
と
な
っ
て
い

る
（
二
十
二
）

。

宇
多
天
皇
の
千
里
へ
の
命
令
は
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
に
、

古
歌
を
集
め
、
今
の
歌
の
撰
集
が
行
わ
れ
た
と
記
す
こ
と
に
近
似

す
る
。
し
か
し
、
千
里
は
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
と
は
異
な
り
、
勅

意
を
違
え
て
、
「
古
今
の
和
謌
」
で
は
な
く
「
新
謌
」
を
奉
っ
て

い
る
。
吉
川
栄
治
氏
は
、
千
里
が
儒
者
と
し
て
自
ら
の
力
量
を
示

す
べ
く
、
「
僅
か
に
古
句
を
捜
し
て
構
へ
て
新
謌
を
成
す
」
と
い

わ
づ

さ
が

う
方
法
を
採
っ
た
と
指
摘
す
る
。
氏
は
、
ま
た
、
「
構
成
」
が
新

撰
萬
葉
集
序
の
「
兼
ね
て
亦
一
絶
の
詩
を
綴
り
て
、
数
首
の
左
に

ま
た

挿

さ
む
」
の
「
挿
」
と
変
わ
り
は
な
く
、
『
千
里
集
』
に
お
い
て

さ
し
は

「
摘
句
と
そ
れ
に
番
わ
れ
た
歌
と
が
同
等
の
比
重
を
持
つ
事
も
新

撰
万
葉
集
に
お
け
る
詩
と
歌
と
の
関
係
と
同
様
だ
ろ
う
」
と
指
摘

す
る
（
二
十
三
）

。
「
構
成
」
は
「
僅
捜
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
「
構
」

は
、
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
、
氏
の
見
解
は
首
肯

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

二
―
（
４
）
『
千
里
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係

『
千
里
集
』
に
つ
い
て
も
、
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
を
、
具
体

例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
（
二
十
四
）

。

可
憐

虚
度
好
春
朝

＊

（
憐
れ
む
べ
し
虚
し
く
度
る

好

き
春
朝
を
）

あ
は

む
な

わ
た

こ
と
む
な

し
ゆ
ん
て
う

あ
は
れ
と
は
我
が
身
の
み
こ
そ
思
ひ
け
れ
は
か
な
く
春
を
過

わ

み

お
も

は
る

す

19

ぐ
し
来
ぬ
れ
ば

き

右
は
、
春
部
に
収
め
ら
れ
る
。
漢
詩
句
は
、
あ
あ
惜
し
ま
れ
る
こ

と
よ
、
む
ざ
む
ざ
と
や
り
過
ご
す
春
の
朝
の
風
流
で
あ
る
こ
と
は
、

と
い
う
。
詩
句
の
出
典
は
、
元
稹
の
七
言
絶
句
「
酬

楽
天
三
月

二

三
日
見

寄
」
（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
一
）
の
結
句
で
あ
る
。

一
レ

こ
の
詩
は
、
元
稹
が
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
、
左
遷
中
に
、

白
居
易
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
（
『
白
氏
文
集
』1081

）
に
次
韻
唱

和
し
た
作
品
で
あ
る
。
元
稹
は
、
病
を
養
い
な
が
ら
一
人
む
な
し

く
過
ご
す
こ
の
年
の
三
月
三
日
の
感
懐
を
詠
う
。
「
虚
度
」
は
、

む
ざ
む
ざ
と
や
り
過
ご
す
こ
と
を
い
う
。
『
千
里
集
』
諸
本
に
は

句
題
を
「
虚
處
」
に
作
る
が
、
字
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
み
ら

れ
、
『
元
氏
長
慶
集
』
に
よ
り
「
虚
度
」
に
改
め
る
。

右
の
漢
詩
句
に
対
し
て
、
和
歌
は
、
あ
あ
悲
し
い
と
、
た
だ
私

自
身
の
身
の
上
ば
か
り
を
思
う
こ
と
だ
、
む
な
し
く
春
を
過
ご
し

て
来
た
の
で
、
と
詠
う
。
「
我
が
身
」
は
、
自
分
自
身
の
身
の
上
。

「
の
み
こ
そ
」
は
、
そ
れ
と
限
定
し
て
強
調
す
る
。
こ
の
表
現
に

つ
い
て
は
、
詩
句
に
相
当
す
る
語
が
な
い
。
金
子
氏
は
、
「
修
飾

語
の
添
加
又
は
改
竄
を
試
み
た
も
の
」
の
例
と
し
て
こ
の
表
現
を

引
く
（
二
十
五
）

。
た
だ
し
、
自
己
を
客
観
視
し
孤
独
を
意
識
し
て
詠
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む
の
は
、
出
典
詩
の
第
三
句
「
独
り
破
れ
し

簾

に
倚
り

閑
か

す
だ
れ

よ

し
づ

に
悵
望
す
（
独
倚
破
簾
閑
悵
望
）
」
を
も
背
景
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
の
よ
う
に
、
千
里
が
自
己
を
「
我
が
身
」
と

省
み
て
詠
嘆
す
る
和
歌
と
し
て
は
、
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
も
の
こ

そ
か
な
し
け
れ
我
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
（
古
今
集

・
巻
四
秋
上

・
是
貞
親
王
の
家
の
歌
合
に
よ
め
る
・
大
江
千

193

里
）
が
知
ら
れ
る
。
「
は
か
な
く
」
は
、
内
容
が
充
実
し
て
い
な

い
さ
ま
に
対
す
る
不
安
感
を
表
す
。
詩
句
「
虚
」
に
当
た
る
。
漢

詩
で
は
、
三
月
三
日
、
一
日
の
み
の
は
か
な
さ
を
詠
む
の
に
対
し

て
、
和
歌
で
は
春
全
体
に
つ
い
て
詠
う
。
元
稹
の
詩
は
、
左
遷
中

で
三
月
三
日
の
宴
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
「
虚
」
と

詠
う
の
に
対
し
て
、
千
里
の
歌
は
、
春
の
除
目
で
良
い
結
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
和
歌
に
見
ら
れ
る
上
句
で
心
情
を
詠
み
下
句
で
そ
の
理
由
を

示
す
倒
置
法
は
、
詩
句
に
倣
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
歌
の
下
句

は
、
「
詠
懐
」
の
最
後
の
一
首
「
ほ
と
と
ぎ
す
五
月
ま
た
ず
て
鳴

さ

つ

き

き
に
け
り
は
か
な
く
春
を
過
ぐ
し
来
ぬ
れ
ば
」
（

）
と
下
句
が

は
る

す

き

122

同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
詩
句
の
選
定
に
も
、
千
里
個

人
の
思
惟
が
は
た
ら
い
て
お
り
、
自
己
の
思
い
を
、
こ
の
歌
の
場

合
は
不
遇
感
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
詩
句
を
選
び
、
和
歌
に
翻
案

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
千
里
集
』
に
お
け
る
漢
詩
と

和
歌
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
金
子
彦
二
郎
氏
（
二
十
六
）

以
来
変
わ

ら
ず
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
、
ま
ず
詩
句
の
意
味
内
容
を
、
ほ

ぼ
変
え
る
こ
と
な
く
、
和
歌
に
詠
む
と
い
う
特
色
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
、
一
見
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
に
お
け
る
漢
詩
が
和

歌
の
意
味
内
容
を
よ
り
詳
し
く
詠
う
と
い
う
関
係
と
は
異
な
る
。

し
か
し
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
絶
句
と
、
『
千
里
集
』
の
詩
句
一

句
と
で
は
詠
む
こ
と
の
で
き
る
表
現
量
に
差
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
生
じ
た
違
い
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
千
里
は
、
数
ヶ

月
前
に
献
上
さ
れ
た
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
、
和
歌
を
漢
詩
に
詠
み

換
え
る
と
い
う
方
法
を
知
っ
て
、
『
千
里
集
』
の
方
法
を
思
い
付

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
思
い
を
託
す

こ
と
の
で
き
る
詩
句
を
選
び
、
和
歌
に
翻
案
し
て
詠
い
、
そ
れ
ら

の
詩
句
と
和
歌
と
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
小
山

順
子
氏
は
、
千
里
の
意
図
は
「
和
漢
の
結
び
付
き
を
可
視
化
す
る

こ
と
」
に
よ
り
「
漢
詩
と
和
歌
の
対
応
関
係
や
翻
訳
の
技
巧
を
明

示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
す
る
（
二
十
七
）

。
氏
の
言
う
と
お
り
、

儒
者
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
る
と
い
う
力
量
を
示
す
と
い
う
こ
と

が
、
千
里
の
一
つ
の
意
図
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
図
の

背
景
に
は
、
千
里
の
自
ら
の
不
遇
を
天
皇
に
伝
え
た
い
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
、
『
千
里
集
』
に
は
そ
の
思
い
が
、
詩
句
の
選
択

や
、
和
歌
に
詠
み
換
え
て
ゆ
く
際
の
詩
句
の
解
釈
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
宇
多
天
皇
が
、
近
臣
の
登
用
に

才
学
を
重
視
し
た
と
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
生
ま
れ
た
の
が
『
千
里
集
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



- 55 -

二
―
（
５
）
『
宮
滝
御
幸
記
』

宇
多
天
皇
は
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
譲
位
後
も
、
『
新
撰

萬
葉
集
』
と
『
千
里
集
』
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
と
和
歌
と
を
組
み

合
わ
せ
る
趣
向
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
そ
の
こ
と

を
示
す
の
が
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
十
月
二
十
日
か
ら
の
「
鷹

狩
逍
遙
」
の
旅
の
記
録
で
あ
る
、
菅
原
道
真
の
『
宮
滝
御
幸
記
』

で
あ
る
。

宮
滝
御
幸
は
、
平
安
京
近
郊
で
の
鷹
狩
に
続
く
、
鷹
狩
を
伴
っ

て
の
遊
覧
の
旅
で
あ
っ
た
。
旅
の
記
録
は
、
十
月
二
十
日
、
二
十

一
日
の
途
中
ま
で
は
、
紀
長
谷
雄
『
昌
泰
元
年
歳
次
戊
午
十
月
廿

日
競
狩
記
』
（
『
紀
家
集
』
巻
十
四
断
簡
）
が
記
し
て
い
る
。
そ

れ
に
続
く
記
録
は
、
右
脚
を
馬
に
踏
ま
れ
て
帰
京
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
長
谷
雄
に
代
わ
っ
て
、
道
真
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
残
念
な

こ
と
に
、
『
宮
滝
御
幸
記
』
は
、
今
日
伝
存
せ
ず
、
『
扶
桑
略
記
』

昌
泰
元
年
十
月
二
十
一
日
条
以
降
に
、
計
十
一
日
分
の
節
略
文
（
以

下
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
と
呼
ぶ
）
が
載
せ
ら
れ
、
藤
原
清
輔
『
袋

草
紙
』
と
藤
原
為
家
『
後
撰
集
正
義
』
に
、
後
人
が
和
文
に
直
し

た
と
思
わ
れ
る
一
部
が
引
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
御

幸
の
間
に
一
行
が
詠
ん
だ
和
歌
の
一
部
が
諸
歌
集
に
伝
存
す
る
。

な
お
、
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
に
は
、
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
の
十
月
二
十
三
日
条
に
は
、
上
皇
が
奈
良

に
着
い
て
か
ら
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
素
性
を
招
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
上
皇
が
侍
臣
に
和
歌
を
詠
ま
せ
る
と
い

う
記
事
が
目
立
つ
。
次
の
二
十
五
日
条
に
も
、
「
宮
滝
を
観
る
」

の
題
で
、
和
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

廿
五
日
。
遂
に
宮
滝
に
至
る
。
愛
賞
し
徘
徊
し
て
景
の
傾
く

を
知
ら
ず
。
（
略
）
勅
有
り
て
曰
く
、
「
勝
地
空
し
く
過
ぐ

べ
か
ら
ず
。
「
宮
滝
を
観
る
」
を
以
て
題
と
為
し
、
各
和
歌

を
献
ぜ
よ
」
と
云
々
。
（
略
）
是
の
日
、
山
水
興
多
く
、
人

馬
漸
く
疲
る
。
素
性
法
師
、
菅
原
朝
臣
、
昇
朝
臣
等
、
三
騎

尾
に
御
し
て
行
く
。
素
性
法
師
問
ひ
て
曰
く
、
「
此
の
夕
べ

宿
を
何
処
に
致
す
べ
き
」
。
菅
原
朝
臣
、
声
に
応
じ
て
誦
し

い

づ

こ

て
曰
く
、

不
定
前
途
何
処
宿

前
途
を
定
め
ず

何
処
に
か
宿
ら
む

白
雲
紅
樹
旅
人
家

白
雲
紅
樹
は

旅
人
の
家
な
り

山
中
幽
邃
、
人
の
句
を
連
ぬ
る
無
し
。
菅
原
朝
臣
、
高
声
に

て
呼
び
て
曰
く
、
「
長
谷
雄
何
処
に
か
在
る
、
長
谷
雄
何
処

に
か
在
る
」
と
。
再
三
止
め
ざ
り
し
は
、
蓋
し
其
の
友
を
求

め
た
り
し
な
り
（
二
十
八
）

。

右
の
記
事
に
見
え
る
、
「
宮
滝
を
観
る
」
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
四
首
の
和
歌
が
『
後
撰
和
歌
集
』
（1236

・1237

・1356

・

1367

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宇
多
上
皇
に
加
え
て
、
同
日
条
の

後
半
に
登
場
す
る
三
人
、
素
性
、
道
真
、
源
昇
の
和
歌
が
選
ば
れ

て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

記
事
の
後
半
で
は
、
素
性
の
問
い
に
答
え
て
、
道
真
が
一
聯
の

詩
句
を
口
吟
し
て
い
る
。
大
胆
な
推
測
を
す
る
な
ら
ば
、
素
性
の
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問
い
「
此
夕
可
致
宿
於
何
処
」
は
右
の
よ
う
に
訓
読
し
た
場
合
、

連
歌
の
上
の
句
で
あ
り
、
道
真
の
詩
句
は
そ
れ
に
答
え
た
詩
句
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
の
「
人
の
句
を
連
ぬ
る
無
し
」
や
、

詩
友
長
谷
雄
を
呼
び
続
け
た
自
ら
の
姿
の
描
写
は
、
和
歌
よ
り
も

漢
詩
の
詩
興
を
共
有
す
る
友
人
を
求
め
た
と
い
う
言
明
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

蔵
中
ス
ミ
氏
は
、『
宮
滝
御
幸
記
』
に
お
い
て
は
、
和
歌
は
「
「
万

葉
仮
名
」
を
基
本
と
し
た
表
現
様
式
を
と
っ
て
い
た
」
と
推
測
し

て
い
る
（
二
十
九
）

。
ま
た
、
氏
は
、
鷹
狩
を
名
目
と
し
た
御
幸
で
あ

る
が
、
当
初
か
ら
一
行
の
胸
に
は
「
文
雅
の
遊
び
」
す
な
わ
ち
「
和

歌
と
漢
詩
と
の
両
面
か
ら
す
る
旅
中
吟
」
へ
の
期
待
が
宿
っ
て
い

た
と
す
る
。
現
在
の
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
か
ら
推
測
す
る
と
、
先

に
引
用
し
た
二
十
五
日
条
も
含
め
て
、
当
初
、
和
歌
と
漢
詩
と
が

共
に
記
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
宇
多
朝
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
の

特
徴
は
、
同
じ
景
物
や
趣
向
を
、
和
歌
と
漢
詩
と
の
両
面
か
ら
詠

み
、
そ
れ
ら
を
一
つ
の
作
品
に
並
記
す
る
こ
と
に
よ
り
対
比
さ
せ

て
享
受
す
る
点
に
存
す
る
。
宇
多
天
皇
は
じ
め
、
道
真
、
千
里
な

ど
当
時
の
人
々
が
、
和
歌
と
漢
詩
を
等
価
な
も
の
と
捉
え
よ
う
と

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
複
数
編
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
成
立

最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
の
二
つ
の
序
に
は
、
醍

醐
天
皇
の
治
世
の
九
年
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
日
付
が
見
え

る
。
漢
文
の
「
真
名
序
」
に
は
、
成
立
時
の
事
情
が
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

陛
下
の
御

宇
、
今
に
九
載
な
り
。
（
略
）
爰
に
大
内

あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す
こ
と

記
紀
友
則
、
御
書
所
預
紀
貫
之
、
前
甲
斐
少
目
凡
河
内
躬
恒
、

右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
等
に

詔

し
て
、

各

家
集
并
び
に

み
こ
と
の
り

お
の
お
の

古
来
の
旧
歌
を
献
ら
し
む
。
続
万
葉
集
と
曰
ふ
。
於
是
に
重

こ

こ

ね
て

詔

有
り
。
奉
る
所
の
歌
を
部
類
し
、
勒
し
て
二
十

み
こ
と
の
り

ろ
く

巻
と
為
す
。
名
づ
け
て
古
今
和
歌
集
と
曰
ふ
。

ま
た
、
紀
貫
之
が
筆
者
と
推
定
さ
れ
る
「
仮
名
序
」
に
も
、
同

一
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
に
、
今
、

皇

の
、
天
の
下
知
ろ
し
め
す
こ
と
四
つ

い
ま

す
べ
ら
ぎ

あ
め

し
た

し

よ

の
時
、
九
回
り
に
な
む
成
り
ぬ
る
。
（
略
）
延
喜
五
年
四
月

こ
こ
の
か
へ

な

十
八
日
に
大
内
記
紀
友
則
、
御
書

所

預

紀
貫
之
、

前

甲

き
の

と
も

の
り

の
と
こ
ろ
の
あ
づ
か
り

き
の

つ
ら

ゆ
き

さ
き
の

か

斐
少

目

凡

河

内

躬
恒
、
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
ら
に
仰
せ

ひ
の

さ
う

く
わ
ん
お
ほ
し

.

か

ふ
ち
の

み

つ
ね

の

み

ぶ
の

た
だ

み
ね

お
ほ

ら
れ
て
、
万
葉
集
に
入
ら
ぬ
古
き
歌
、

自

ら
の
を
も
、

奉

え
ふ

し
ふ

い

ふ
る

う
た

み
づ
か

た
て
ま
つ

ら
し
め
給
ひ
て
な
む
、
そ
れ
が
中
に
、
梅
を
か
ざ
す
よ
り
は

た
ま

む
め

じ
め
て
、
郭

公
を
聞
き
、
紅
葉
を
折
り
、
雪
を
見
る
に
至

ほ
と
と
ぎ
す

き

も

み

ぢ

い
た

る
ま
で
、
又
鶴
亀
に
付
け
て
、
君
を
思
ひ
、
人
を
も
祝
ひ
、

つ
る

か
め

つ

き
み

お
も

秋
萩
夏
草
を
見
て
妻
を
恋
ひ
、
逢
坂
山
に
至
り
て
手
向
け
を

は
ぎ

つ
ま

こ

あ
ふ

さ
か

い
た

た

む

祈
り
、
あ
る
は
、
春
夏
秋
冬
に
も
入
ら
ぬ
種
々
の
歌
を
な
む

い
の

い

く
さ

ぐ
さ

う
た

撰
ば
せ
給
ひ
け
る
。
す
べ
て
千
歌
二
十
巻
、
名
づ
け
て
古
今

え
ら

た
ま

う
た

は

た

ま
き

こ

き
む
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和
歌
集
と
い
ふ
。

わ

か

し
ふ

現
在
一
般
に
は
、
先
ず
「
真
名
序
」
が
書
か
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
「
仮
名
序
」
が
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
三
十
）

。
た
だ
し
、
「
真

名
序
」
の
作
者
、
紀
淑
望
は
儒
官
で
あ
り
、
和
歌
に
対
す
る
知
識

が
乏
し
く
、
序
の
末
尾
に
「
臣
貫
之
等
謹
序
」
と
あ
る
、
紀
貫
之

に
よ
っ
て
草
案
が
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
三
十
一
）

。
「
仮
名
序
」

は
、
成
立
時
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
和
文
で
書
か
れ
た
極
初
期

の
和
歌
序
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
に
お
い
て
、
撰
者
た
ち
は
、
「
文
字
革
命
を
断
行
」

し
た
（
三
十
二
）

。
す
な
わ
ち
、
真
名
序
を
除
く
、
同
書
の
全
て
の
部

分
に
お
い
て
、
平
仮
名
を
主
体
と
し
た
表
記
を
採
用
し
た
の
で
あ

る
。
十
二
年
前
の
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
和
歌
が
、
萬
葉
仮
名
で
表

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
表
記
に
関
す
る
意
識
は
全
く

異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
と
は
い
え
、
『
古
今
集
』
に
お
い
て
和

歌
と
漢
詩
と
の
関
係
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
萬
葉
集
』

と
は
異
な
る
、
『
古
今
集
』
の
和
歌
の
多
彩
な
表
現
が
、
漢
詩
文

の
表
現
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
三
十
三
）

。『
古
今
集
』
の
和
歌
は
、

一
首
ご
と
に
、
漢
詩
文
か
ら
の
発
想
、
表
現
の
摂
取
が
指
摘
さ
れ

る
（
三
十
四
）

。

そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
、
醍
醐
朝
に
お
い
て
、
漢
詩
と
和
歌

の
関
係
の
捉
え
方
は
変
化
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
『
古

今
集
』
は
、
和
歌
と
漢
詩
と
を
並
記
は
せ
ず
、
例
え
ば
『
千
里
集
』

の
詩
句
を
翻
案
し
た
和
歌
は
「
題
し
ら
ず
」
「
よ
み
人
知
ら
ず
」

と
し
て
和
歌
の
み
収
め
ら
れ
る
（
巻
四
秋
上

）
。
平
仮
名
表
記

185

が
勅
撰
集
と
い
う
公
式
の
書
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
人

々
に
、
和
歌
が
漢
詩
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
日
本
語
の
文
学
作
品

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
お
わ
り
に

延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
の
宇
多
法
皇
の
「
大
堰
川
行
幸
」
に
際

し
て
は
、
同
じ
漢
字
三
字
の
句
題
の
も
と
に
漢
詩
と
和
歌
と
が
詠

作
さ
れ
、
和
歌
に
は
紀
貫
之
が
書
い
た
和
文
の
和
歌
序
が
冠
さ
れ

て
い
る
（
三
十
五
）

。

〔
第
一
段
〕
あ
は
れ
わ
が
君
の
御
代
、
な
が
月
の
こ
ゝ
ぬ
か
と

昨
日
い
ひ
て
、
の
こ
れ
る
菊
見
た
ま
は
ん
、
ま
た
く
れ
ぬ
べ

き
あ
き
を
惜
し
み
た
ま
は
ん
と
て
、
月
の
か
つ
ら
の
こ
な
た
、

お

春
の
梅
津
よ
り
御
舟
よ
そ
ひ
て
、
わ
た
し
も
り
を
め
し
て
、

夕
月
夜
小
倉
の
山
の
ほ
と
り
、
ゆ
く
水
の
大
井
の
河
邊
に
御

ゆ
き
し
給
へ
ば
、
久
か
た
の
空
に
は
、
た
な
び
け
る
雲
も
な

く
、
み
ゆ
き
を
さ
ぶ
ら
ひ
、
な
が
る
ゝ
水
ぞ
、
そ
こ
に
に
ご

れ
る
塵
な
く
て
、
お
ほ
む
心
に
ぞ
か
な
へ
る
。

〔
第
二
段
〕
い
ま
御
こ
と
の
り
し
て
お
ほ
せ
た
ま
ふ
こ
と
は
、

み

秋
の
水
に
う
か
び
て
は
、
な
が
る
ゝ
木
葉
と
あ
や
ま
た
れ
、

の

秋
の
山
を
み
れ
ば
、
織
る
ひ
と
な
き
錦
と
お
も
ほ
え
、
も
み

を
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ぢ
の
葉
の
あ
ら
し
に
ち
り
て
、
く
も
ら
ぬ
雨
と
き
こ
え
、
菊

の
花
の
岸
に
の
こ
れ
る
を
、
空
な
る
星
と
お
ど
ろ
き
、
霜
の

鶴
河
邊
に
た
ち
て
雲
の
居
る
か
と
う
た
が
は
れ
、
夕
の
猿
山

お

の
か
ひ
に
な
き
て
、
人
の
な
み
だ
を
お
と
し
、
た
び
の
雁
雲

ぢ
に
ま
ど
ひ
て
玉
礼
と
見
え
、
あ
そ
ぶ
か
も
め
水
に
す
み
て

た
ま
づ
さ

人
に
な
れ
た
り
。
入
江
の
松
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん
、
と
い
ふ
事

を
ぞ
よ
ま
せ
た
ま
ふ
。

〔
第
三
段
〕
我
ら
み
じ
か
き
心
の
、
こ
の
も
か
の
も
に
ま
ど
ひ
、

つ
た
な
き
こ
と
の
葉
、
吹
風
の
空
に
み
だ
れ
つ
ゝ
、
草
の
は

ふ
く

の
露
と
と
も
に
う
れ
し
き
涙
お
ち
、
岩
波
と
と
も
に
よ
ろ
こ

ゝ

ぼ
し
き
心
ぞ
た
ち
か
へ
る
。
こ
の
こ
と
の
葉
、
世
の
す
ゑ
ま

で
の
こ
り
、
今
を
む
か
し
に
く
ら
べ
て
、
後
の
今
日
を
き
か

け

ふ

ん
人
、
あ
ま
の
栲
縄
く
り
返
し
、
し
の
ぶ
の
草
の
し
の
ば
ざ

た
く
な
わ

ら
め
や
。

第
二
段
で
は
「
い
ま
御
こ
と
の
り
し
て
お
ほ
せ
た
ま
ふ
こ
と
は
、

…
…
と
い
ふ
事
を
ぞ
よ
ま
せ
た
ま
ふ
」
と
、
「
秋
の
水
に
泛
か
ぶ

（
泛

秋
水

）
」
な
ど
九
つ
の
句
題
が
、
こ
の
折
り
に
詠
ま
れ
た

二

一

和
歌
を
利
用
し
て
、
日
本
語
の
文
章
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
序
の

末
尾
に
は
、
こ
れ
ら
の
和
歌
が
後
世
ま
で
残
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
時
代
を
昔
に
比
べ
て
、
今
日
の
行
幸
の
こ
と
を
知
る
で
あ

ろ
う
後
世
の
人
は
、
繰
り
返
し
恋
い
慕
う
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

当
代
の
文
学
へ
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
結
び
で
あ
る
。

小
稿
の
検
討
を
ふ
り
か
え
る
と
、
奈
良
朝
の
『
萬
葉
集
』
で
は
、

表
記
に
は
全
て
漢
字
が
用
い
ら
れ
、
詞
書
な
ど
の
散
文
は
漢
文
で

記
す
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
い
た
。
嵯
峨
朝
の
漢
詩
文
隆
盛
の
時

代
に
は
、
文
学
作
品
が
公
式
の
書
、
勅
撰
漢
詩
集
と
し
て
編
纂
さ

れ
、
文
学
が
国
家
社
会
を
支
え
る
学
問
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

宇
多
朝
で
は
、
文
学
に
関
心
を
寄
せ
た
天
皇
の
も
と
、
和
歌
の
再

評
価
が
進
み
、
漢
詩
と
等
価
な
も
の
と
捉
え
た
作
品
が
生
ま
れ
た
。

続
く
醍
醐
朝
で
は
、
平
仮
名
を
勅
撰
和
歌
集
の
表
記
に
採
用
し
、

和
歌
を
、
漢
詩
と
区
別
し
て
、
漢
詩
と
対
峙
し
う
る
日
本
語
の
文

学
作
品
と
し
て
形
成
し
よ
う
と
し
た
。
右
の
和
歌
序
が
書
か
れ
た

宴
集
で
は
、
同
時
に
漢
詩
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
知
る
と
、

序
の
結
び
は
、
中
国
文
学
か
ら
表
現
や
発
想
を
摂
取
し
つ
つ
も
、

漢
詩
と
は
別
個
の
、
日
本
文
学
で
あ
る
和
歌
の
価
値
を
形
成
し
た

こ
と
を
自
負
し
、
そ
れ
が
後
代
へ
も
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た

言
葉
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
注
〕

（
一
）
堀
川
貴
司
氏
「
和
漢
」
（
鈴
木
健
一
・
鈴
木
宏
子
両
氏
編
『
和
歌
史
を
学
ぶ
人

の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
、
「
第
三
部

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る

通
覧
」
所
収
）
。

（
二
）
大
谷
雅
夫
氏
『
歌
と
詩
の
あ
い
だ
―
和
漢
比
較
文
学
論
攷
』
（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
八
年
）
「
序
説
―
「
月
」
を
め
ぐ
る
和
漢
比
較
文
学
論
攷
」
。

（
三
）W

iebke
D

EN
ECK

E

氏
「
「
漢
（
文
）
」
で
「
和
」
を
描
き
出
す
―
和
歌
序
の
文

体
」
（
同
氏
・
河
野
貴
美
子
氏
ほ
か
編
『
日
本
「
文
」
学
史

第
一
冊

「
文
」
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の
環
境
―
「
文
学
」
以
前
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
所
収
）
。

（
四
）
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

中
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比

較
文
学
的
考
察
―
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）
、
第
五
篇
第
十
章
「
天
平
期
に

於
け
る
萬
葉
集
の
詩
文
」
な
ど
参
照
。

（
五
）
『
萬
葉
集
』
の
本
文
は
、
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
を
底
本
と
す
る
、
佐
竹
昭
広
氏

ほ
か
校
注
『
萬
葉
集

一
―
四
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
九
―
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
り
、
歌
番
号
は
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
六
）
辰
巳
正
明
氏
「
落
梅
の
篇
―
楽
府
「
梅
花
落
」
と
大
宰
府
梅
花
の
宴
―
」
（
同

氏
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
所
収
、
初
出
は
一
九
八

四
年
）
参
照
。

（
七
）
李
宇
玲
氏
「
風
流
と
踏
歌
―
天
平
宮
廷
文
化
の
創
出
背
景
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
同

氏
『
古
代
宮
廷
文
学
論
―
中
日
文
化
交
流
史
の
視
点
か
ら
―
」
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
一
年
所
収
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
）
。

（
八
）
森
公
章
氏
『
遣
唐
使
の
光
芒
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
の
使
者
』
（
角
川
選
書
、
角
川

学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
「
表
１-

１
遣
唐
使
の
一
覧
」
に
よ
る
と
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
派
遣
さ
れ
る
。

（
九
）
主
婦
の
友
社
・
お
う
ふ
う
編
『
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
（
普
及
版
）
巻
第
十
七
』

（
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
年
）
。

（
十
）
注
（
五
）
『
萬
葉
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
参
照
。

（
十
一
）
滝
川
幸
司
氏
「
勅
撰
集
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
嵯
峨
朝
に
於
け
る
「
文
章
経

国
」
の
受
容
再
論
」
（
同
氏
ほ
か
編
『
日
本
古
代
の
「
漢
」
と
「
和
」

嵯
峨

朝
の
文
学
か
ら
考
え
る
』
ア
ジ
ア
遊
学
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
十
二
）
日
本
語
学
会
編
『
日
本
語
学
大
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
、
「
平

仮
名
」
（
矢
田
勉
氏
）
の
項
参
照
。

（
十
三
）
川
尻
秋
生
氏
「
文
の
場
―
「
場
」
の
変
化
と
漢
詩
文
・
和
歌
・
「
記
」
」
（
注

三
『
日
本
「
文
」
学
史

第
一
冊

「
文
」
の
環
境
―
「
文
学
」
以
前
』
所
収
）
。

（
十
四
）
高
野
平
氏
『
新
撰
万
葉
集
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七

〇
年
）
。
吉
川
栄
治
氏
「
古
歌
と
『
万
葉
』
―
『
新
撰
万
葉
集
』
序
文
の
検
討

―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
四
十
六
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）
。
泉
紀
子
氏
「
『
新

撰
萬
葉
集
』
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
女
子
大
文
学
・
国
文
篇
』
三
四
号
、

一
九
八
三
年
三
月
）
。
吉
川
栄
治
氏
「
新
撰
万
葉
集
と
古
今
集
」
（
増
田
繁
夫
氏

ほ
か
編
『
古
今
和
歌
集
研
究
集
成
第
一
巻

古
今
和
歌
集
の
生
成
と
本
質
』
（
風

間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
。
新
撰
万
葉
集
研
究
会
編
『
新
撰
万
葉
集
注
釈

巻

上
（
一
）
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
十
五
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
本
文
は
、
寛
文
七
年
の
版
本
に
よ
り
、
作
品
番
号
は
『
新

編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
十
六
）
奥
村
恒
哉
氏
「
古
今
集
の
成
立
―
寛
平
と
延
喜
」
（
同
氏
『
古
今
集
・
後
撰

集
の
諸
問
題
』
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
所
収
、
初
出
は
一
九
五
四
年
）
。

（
十
七
）
以
下
、
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
和
歌
集
の
本
文
、
歌
番
号
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
十
八
）
川
口
久
雄
氏
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究

上
巻
』
（
明
治
書
院
、
一

九
五
九
年
）
。
な
お
、
同
書
三
訂
版
（
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て

も
、
当
該
の
記
述
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
。

（
十
九
）
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
両
氏
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大

系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
。

（
二
十
）
金
子
彦
二
郎
氏
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
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究
篇
』
（
増
補
版
、
培
風
館
、
一
九
五
五
年
、
初
版
は
一
九
四
三
年
）
。

（
二
十
一
）
『
大
江
千
里
集
』
の
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
擬
定
家
本
私
家

集
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
「
大
江
千

里
集
」
に
よ
る
。
＊
は
、
諸
本
に
よ
り
校
訂
し
た
箇
所
で
あ
る
。
歌
番
号
は
、

同
系
統
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
江
千
里
集
』
（
五
一
一
・
二
三
）
を
底
本
と

す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
二
十
二
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
。
陳
茵
氏
「
『
大
江
千
里
集
』
の
句
題
原
拠

不
明
歌
に
つ
い
て
」
（
『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
一
八
、
一
九
九
五
年
）
。

蔵
中
さ
や
か
氏
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究

大
江
千
里
集
・
和
歌
一
字
抄
』

（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
二
十
三
）
吉
川
栄
治
氏
「
大
江
千
里
集
小
考
―
句
題
和
歌
の
成
立
を
め
ぐ
っ
っ
て
―
」

（
『
国
文
学
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
）
六
六
集
、
一
九
七
八
年
）
。

（
二
十
四
）
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
和
歌
に
つ
い
て
は
、
句
題
和
歌
研
究
会
（
代
表
、
新

間
一
美
氏
）
に
お
い
て
、
種
々
の
御
示
教
を
い
た
だ
い
た
。

（
二
十
五
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
（
三
三
六
頁
）
。

（
二
十
六
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
、
第
二
、
第
七
章
、
第
二
節
「
句
題
和
歌
に

於
け
る
千
里
の
作
歌
技
巧
」
な
ど
参
照
。

（
二
十
七
）
小
山
順
子
氏
「
漢
詩
文
の
受
容
と
和
歌
独
自
の
創
造
的
機
能
―
『
大
江
千

里
集
』
所
載
句
題
和
歌
の
享
受
か
ら
―
」
（
錦
仁
氏
編
『
中
世
詩
歌
の
本
質
と

連
関
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
。

（
二
十
八
）
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
の
本
文
は
、
『
扶
桑
略
記
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
年
）
に
よ
る
。

（
二
十
九
）
蔵
中
ス
ミ
氏
「
『
宮
滝
御
幸
記
』
考
」
（
同
氏
『
歌
人
素
性
の
研
究
』
桜
楓

社
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
は
一
九
七
九
年
）
。

（
三
十
）
渡
辺
秀
夫
氏
「
仮
名
散
文
の
創
出
―
古
今
集
仮
名
序
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
同

氏
『
和
歌
の
詩
学
―
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年

所
収
、
初
出
は
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
一
）
村
瀬
敏
夫
氏
『
紀
貫
之
伝
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
三
十
二
）
大
野
晋
氏
「
仮
名
の
発
達
と
文
学
史
と
の
交
渉
」
（
同
氏
『
語
学
と
文
学

の
間
』
岩
波
現
代
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
は
一
九
五
二
年
）
。

（
三
十
三
）
早
期
の
研
究
と
し
て
は
、
小
西
甚
一
氏
「
古
今
集
的
表
現
の
成
立
」
（
『
日

本
学
士
院
紀
要
』
七
巻
三
号
、
一
九
四
九
年
十
一
月
）
が
あ
る
。
小
沢
正
夫
氏

『
古
今
集
の
世
界

増
補
版
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
、
初
版
一
九
六
一
年
）
、

小
島
憲
之
氏
『
古
今
集
以
前
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
）
、
渡
辺
秀
夫
氏
『
平

安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）
、
鈴
木
宏
子
氏
『
古
今
和

歌
集
表
現
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
四
）
注
（
十
九
）
『
古
今
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
渡
辺
秀
夫
氏

「
古
今
集
歌
に
み
る
漢
詩
文
的
表
現
―
対
照
・
一
覧
稿
」
（
同
氏
『
平
安
朝
文

学
と
漢
文
世
界
』
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
五
）
『
古
今
著
聞
集
』
（
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
両
氏
校
注
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻

十
四
・
遊
覧
第
二
十
二

）
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）

479

に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
『
扶

桑
拾
葉
集
』
（
二
〇
四
・
一
四
三
）
本
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
、
刊
本
）
に
よ
り
、

校
訂
し
た
箇
所
は
次
の
と
お
り
。
織
る
ひ
と
―
底
本
「
を
り
ひ
ま
」
。
く
も
ら

を

ぬ
雨
―
底
本
「
も
ら
ぬ
雨
」
。
こ
の
も
か
の
も
に
―
底
本
「
こ
の
も
か
の
も
と
」
。

露
と
と
も
に
う
れ
し
き
涙
―
底
本
「
露
と
も
に
涙
」
。
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